
幸せのまちでヒカリ輝く 

「人にも環境にも優しい」 

          ブランド米、誕生 
 米どころ幸手市では、今年度から農薬・化学肥料 
を一切使用しない有機米「幸ヒカリ」の栽培が始ま 

りました。自然環境保全のために、除草剤を使用し 

ないなど、きびしい基準をもとに栽培された安心・ 

安全なこだわりのお米です。 

「幸ヒカリ」という名前は、毎日の食卓に幸せの 

ヒカリをお届けし、米どころ幸手自慢のブランド米 

となるようにという願いが込められています。 

 今回この「幸ヒカリ」を１２月４日・５日・８日 

の３日間、給食で出すことになりました。学校給食 

に利用するということで、無償提供していただきま 

した。 

 おいしくいただきましょう。 

  

 

                                            

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

給食目標  

寒さに負けない 

食事をしよう 

  

 

 いよいよ12月、今年もあとわずかになりました。 

 朝夕一段と冷え込むようになり、気温の変化に

体がついていけずに、体調をくずす人が増える時

期です。かぜなどへの予防には、せっけんを使った

ていねいな手洗い・うがいが大切です。外から戻っ

たとき、食事の前には必ず手洗い・うがいをしまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『さくらっ子おむすび』募集中 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さくら小では毎年、食に対する興味関心を高めるため１２月にさくらっ子おむすび、１月に

は自分で作るおむすび給食を実施しています。 

家族とともに作ったおむすびやアイディアいっぱいの自分だけのおむすびを作ってみては

いかがでしょうか。ご協力お願いします。用紙は別途配布してあります。 

いただきます しっかり食べて スタートだ 

いただきます 感謝の気持ち わすれずに 

朝ご飯 しっかり食べて フルパワー 

美味しさで 笑顔の花さく 朝ご飯 

ありがとう 今日も命を いただきます 

食べきろう 自然のめぐみに 感謝して 

好ききらい 一口食べて がんばろう 

いただきます 幸手の食で 笑顔出せ 

      食育標語紹介   

お米は日本人にとって主食であり、古来から神事や祭事において中心となる重要な作物

でした。しかし、１人当たりの年間消費量は１９６２(昭和３７)年度の１１８.３㎏をピ

ークに２０２２(令和４)年度は５０.９㎏まで減少しています。さらに昨年からの米価格

の高騰も社会に大きな影響を及ぼしています。改めて、お米の大切さやよさをあらためて

見直してみましょう。 

 

主食にはご飯のほか、小麦などから作られるパンやめんがあります。主食となる食べ物

に多く含まれている炭水化物（糖質）は体や脳を動かすエネルギー源で、子どもたちにと

っては体が成長するために欠かせません。主食としてのご飯には次のようなよさがありま

す。 

 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ    １２月１８日のセレクトデザートは、チョコケーキ２２３人 

いちごのケーキ１３３人 はちみつレモンゼリー５１人です。 

お楽しみに！ 

１月７日、親子料理教室を行います。皆様の参加お待ちしています。 

 

 

誰かと食事を共にする（共有する）ことを「共食」といいます。家族との共食は、

コミュニケーションを図りながら楽しく食べることができ、お互いの心や体の調子

を知ることができるといったよさがあります。楽しい食事の時間は、子どもたちの

心の安定につながり、健やかな成長のためにも大切なものです。 

年末年始は、家族や親せきが集まって食卓を囲む機会も多いことと思います。年

末年始ならではの料理を味わうこともあるでしょう。行事食の由来や地域の郷土料

理、そしてそれぞれのご家庭で受け継がれてきた味などについても、この機会に語

り合ってみてはいかがでしょうか。 


